
歴
史
文
化
基
本
構
想
を
活
用
し
た

観
光
拠
点
づ
く
り
事
業

高
砂
市
【
兵
庫
県
】

■
協
議
会
メ
ン
バ
ー
：

高
砂
市
観
光
交
流
ビ
ュ
ー
ロ
ー
／
高

砂
商
工
会
議
所
青
年
部
／
高
砂
青
年

会
議
所
／
高
砂
市
国
際
交
流
協
会
／

高
砂
市
／
高
砂
市
教
育
委
員
会

■
構
想
策
定
年
度
：

平
成
二
三
年
三
月

■
補
助
事
業
期
間
：

平
成
三
〇
年
四
月
二
日
〜

平
成
三
一
年
三
月
三
一
日

高砂市は、市域中央の山地で1700年以上採石されてきた「竜山石の文化」、川
と海の結節点に築かれ文化・経済の交流拠点となった「みなとのまち」をはじめ、
4つの関連文化財群の保存・活用を図りながら、市民が地域に誇りをもち、資源
を顕在化し再生していくことを基本方針としている。地域の個性をまちづくり・
ひとづくりの中で活かしながら、地域づくりや活性化を図っていく。

・市民や海外旅行者などの来訪者に
向けて地域の魅力を発信する

・後継者の育成を図りながら観光を
通じた地域の再生に取組む

竜山石の文化・みなとのまち情報発信事業
竜山石の魅力を紹介する日本語版HPを、英語・中国語・韓国語の3か国
語に多言語化し、外国人観光客に対応した。トリビアやインタビューな
どの読みやすい記事や関係自治体HPへのリンクを掲載し、情報発信を拡
充した。

文化財施設の見学等実施学校数：0校(H28)→16校(R1)

① 竜山周辺地区観光客数の増加
ガイド活動や石彫シンポジウム・イベント実施の結果、竜山周辺地区の
観光客数が平成28年度から6割増の4万6千人（平成30年度末）に達し
た。

・観光拠点を明確にし市域全域に点在
する資源をつなげる必要がある

・来訪者が歴史文化の価値や魅力を感
じられる取組みが不十分である

竜山石ＰＲ事業

文化観光ガイド育成事業

「結びのストーンパーク」整備事業

外国人を含む若手の石彫作家が竜山石の作品を公開制作する、石彫シン
ポジウムを行った。身近なアートのふれあいと、歴史文化とアートの融
合は、観光拠点の資源ともなる、新たな価値を創造する取組みにもなっ
た。

観光と文化財をつなぐ人材を育成するため、誘客促進をテーマに研修
会・講習会を行った。外国語ガイドの養成に向けた課題や、インバウン
ド対応に必要なノウハウについて意見交換し、具体的な目標設定を認識
できた。

国史跡周辺地と他地区の観光拠点を結ぶ動線を設定し、石彫作品を屋外
展示するなど、歴史文化に止まらず多様な魅力を発信する観光拠点とし
て、次年度以降に整備する事業構想の立案に取り組んだ。

イベント参加人数：200人(H28)→1,000人(R1)

ガイド登録者数：10人(H28)→30人(R1)

体験・ツアー等の件数：3件(H28)→30件(R1)

② 観光コンテンツの拡充
石彫作品の制作展示により、既存の史跡・文化財だけでなく、歴史文化
とアートの融合による、観光コンテンツを新たに拡充することができた。


